
り ん ど の 地 域 別 品 頼 組 み 合 わ せ

く日拭果田部 )

1 , 背 景 とね らい

りんご較培面 f A の増加に伴 い、地域 に よっては晩生種果実 の積害、あ るい は果実 肥大の運 れな どがみ ら

れ、一方では一 品極 えの載培依存度 が高 まつていることか ら、労 働力の面で適期作業、収は な どがで きず

果実 の品質低下 を まねいてい る事例 もみ られてい る。

また、近年 く生産意向の時代 ) か ら ( マーケ ツテ イング志 向 の時代) に 移 行 しつつある現況 か ら、 これ

らを も加球 した地域 l l l 品極組み合わ せを検討 したので、指導上の参考 事項 に供す る。

2 . 披 市内害

りんごの地域別品種組 み合わせ

気象型 該 当地帯 地 域 型

品ほ 組み合わせ比率 ( % )
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1 .  l h a での構成比率が 1 品観 で 2 0 1 合で は、 1 日 の投下労力 は 2 人位 で良 いが、 3 0 】前後 と高い比率 で

は 3 入以上 を必 要 とする。

この場合の条件は次による。

( 1 ) 密 色操作  1 人 ′1 0 a  く工林 を除 く)

( 2 ) 生 産量  つ がる 3 . 5 t / 1 0 a   千秋 3 . 0   デ ガ] Ⅲ…おド 4 , 0   ふ じ 3 . 5   五 林  3 . 5

く3 ) 収 ほ期  4 5 0 k 3 / 1 日 1 人当 り

( 4 ) 1 品 組の収転過R 用巾は 1 0 日- 1 5 日 間 と した。

3 . 指 導上の留意事項

1 ) つ が る、千秋 、ジ ョナゴール ド、な どは、収転後の果 肉硬度の低下 が著 しく、販売期間 も短いの で、

通期収憾、即売 につとめ る.

2 ) 千 秋 、ジ ョナゴ ール ド、北斗 など中生種の割合が高い場合 は、適朋収転が日舜 とな るの で、雇用労

- 7 0 -



力を確保す る。
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各 !せ城 の気 数 と リン ゴ の生 回

気 象 型 ! 也域

〔観iRt!と 〕

0℃ 上 の 槙 算 気栂 ℃ ‐2での 尭 現 日 開 花 姓 〔ふ じ 〕 果 実 肥 大 〔5 9年横径 〕
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